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まさにモダンの神学者として，教会から，そうした共同体になることを期待することがで
きるのである」（ibid.）。
　以上，本書の全体を要約的に紹介した。本書がバルトの和解論第三部の誠実な研究であ
り，類書の多くない中で貴重な研究成果であることを評価したい。著者の結論は，簡単に
言えば，和解論第三部に展開されたバルト神学は，そもそもまさに近代の神学としての刻
印をもっているのだが，その中核として展開された預言者キリスト論，とくにイエス・キ
リストのリアルプレゼンスの思想は近代の神学に対して独自の意味をもっており，それは
同時に後期モダンの宗教状況の中で，教会の未来にとって重要な貢献をなす，と要約でき
るであろう。
　本書における世俗化，あるいは多元化，個人化の流れの中にある近代およびモダンの教
会の分析と理解（序論～第 2章）は，ヨーロッパ，とくにドイツの状況のそれとしてわれ
われにも理解し得る。また和解論第三部の分析（第 3章～第 5章）は厳密であり，この分
野の今後の研究にとって道しるべともなるものでもあろう。私個人も大いに啓発されたこ
とを書き添えておきたい。その上でしかし，5章の KD§72の展開が分量的にも十分でな
いのは，バルト自身の記述も多くないとはいえ，少し残念な気がする。バルトが「世のた
めの教会」の教会の「奉仕」の中に「教会の使徒的な語りと行動」（KDIV/3, S.999）とし
て「福音伝道」（Evangelisation）と「ミッション」（Mission）をあげたのは周知の通りで
ある。この側面が本書では十分評価されていないように思われる。「終末論的現実」（W・
クレートケ）としての教会は新約の時代から今日まで神の国の宣教に励んできた。バルト
の「世のための教会」論はそうした方向でも展開されることが求められる。またそれを期
待したいと思う。世俗化，個人化，多元化の流れの中にある世界の教会にとって，とくに
日本の教会にとっては重要なことだと考えている。その展開は，われわれに課せられた最
重要の課題の一つであろう。
（2014年 1月 15日）
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